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陳
後
主
「
臨
行
詩
」
の
日
本
伝
来
と
そ
の
受
容

　
　
　
　
　
　
─
大
津
皇
子
「
臨
終
一
絶
」
の
遡
源
を
め
ぐ
っ
て

葛
　
　
継
　
勇

は
じ
め
に

　

古
代
日
本
は
、
遣
隋
使
・
遣
唐
使
の
派
遣
を
通
じ
て
、
直
接
に
中
国
文
化
を
享
受
し
た
。「
虚
往
実
帰
（
虚
し
く
往
き
て 

実
ち
て
帰
る
）」
と

言
わ
れ
る
（
１
）よ
う
に
、
唐
文
化
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
日
本
に
伝
来
し
、
日
本
文
化
の
形
成
・
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
例
え

ば
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
漢
詩
は
文
明
の
種
と
し
て
芽
生
え
、
次
第
に
成
長
し
て
、
日
本
人
の
精
神
文
化
生
活
の
不
可
欠
な
一
部
分
と
な
っ
て
い
っ

た
。
本
稿
で
論
じ
る
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

従
来
、
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
に
つ
い
て
の
研
究
論
著
は
、
主
に
小
島
憲
之
氏
、
福
田
俊
昭
氏
、
濱
政
博
司
氏
、
金
文
京
氏
ら
研
究
者
の
業
績

が
あ
る
が
、
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
の
日
本
伝
来
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
２
）。
筆
者
も
、
金
文
京
氏
の

挙
げ
た
「
臨
終
詩
」
九
首
以
外
に
、『
五
灯
会
元
』
巻
十
八
に
見
ら
れ
る
用
例
を
補
い
、
五
代
詩
人
の
江
為
は
同
族
の
江
総
を
経
由
し
て
陳
後
主

の
「
臨
行
詩
」
を
知
っ
て
、
真
似
て
詠
ん
だ
の
で
あ
り
、
大
津
皇
子
の
「
臨
終
一
絶
」
は
陳
後
主
の
詩
を
改
作
し
た
も
の
だ
と
い
う
論
考
を
発
表

し
た
こ
と
が
あ
る
（
３
）。

し
か
し
、
前
稿
で
は
紙
幅
の
制
約
の
た
め
に
、
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
は
ど
の
よ
う
に
日
本
（
倭
国
）
に
伝
わ
り
、
大
津
皇
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子
に
知
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
に
稿
を
改
め
て
、
陳
後
主
の
詩
と
隋
僧
吉
蔵
、
日
本
僧
智
蔵
と
の
関
係
を
考
察
し
な
が
ら
、
大
津
皇
子
の
「
臨
終
一
絶
」
の
成

立
経
緯
を
追
究
し
た
い
と
思
う
。

一
　
陳
後
主
の
詩
と
智
光
、
吉
蔵

　

陳
後
主
の
詩
は
智
光
の
『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
至
長
安
懸
芙
蓉
曲
水
日
嚴
精
舍
」
の
注
疏
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
論
の
原
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
の
で
、
や
や
長
文
に
な
る
が
引
用
す
る
。

（
１
）
大
師
生
於
梁
末
、
長
於
陳
代
。
及
于
陳
滅
、
以
隋
開
皇
十
八
年
至
於
長
安
。
長
安
陳
朝
相
去
凡
三
千
三
百
里
。
春
時
発
去
、
秋
時
還

矣
。
長
安
為
隋
王
之
所
都
。

（
２
）
如
有
伝
曰
、
後
周
終
王
号
少
帝
闡
、
将
諸
太
夫
享
祀
先
廟
。
掌
客
之
臣
楊
堅
有
二
美
女
与
一
男
、
男
是
楊
光
也
。
堅
使
此
二
女
挙
觴

上
帝
。
帝
感
於
二
女
好
色
、
即
敕
之
曰
、「
欲
納
其
女
弟
耳
。」
堅
乃
献
之
。
仍
納
此
女
而
棄
先
妃
、
寵
愛
甚
重
。
経
乎
三
年
、
女
啓
帝
曰
、

「
欲
見
父
焉
。」
乃
詔
、「
莫
過
三
日
帰
矣
。」
女
退
語
父
、「
欲
帝
位
乎
。」
父
曰
、「
若
似
朝
花
、
一
日
得
耳
。」
女
曰
、「
欲
齎
銛
刀
。」
遂
置

靴
裹
而
入
宮
中
。
帝
善
非
違
約
、
甚
為
讌
樂
而
臥
。
女
以
銛
刀
密
刺
帝
頸
、
乃
出
敕
曰
、「
楊
堅
入
宮
、
因
寵
愛
女
、
而
讓
位
於
堅
矣
。」
堅

乃
施
行
云
、「
威
憲
去
可
去
用
可
用
。」
不
知
所
以
然
之
、
忽
行
此
事
。
已
獲
天
下
、
群
臣
皆
服
、
無
敢
出
異
言
者
。
躬
治
万
機
、
其
勢
亦

爾
。
堅
乃
兼
文
武
、
遠
振
威
德
。
次
其
子
光
襲
於
位
。
然
即
隋
有
二
君
、
合
三
十
八
年
。
堅
初
年
号
開
皇
、
二
十
年
。
次
年
号
仁
壽
、
四

年
。
光
年
号
大
業
、
十
四
年
。
凡
陳
合
五
主
三
十
二
年
、
従
大
將
軍
陳
霸
先
至
叔
宝
。
叔
宝
在
位
八
年
、
以
已
酉
年
正
月
為
隋
楊
堅
所
威

（
滅
？
）。
叔
宝
之
臣
号
曰
妙
景
、
其
妻
妍
美
。
王
聞
感
念
、
乃
任
景
以
将
軍
居
戍
隋
之
南
境
、
而
集
其
妻
納
于
宮
中
。
景
乃
言
、「
戍
境
有

限
、
無
所
奈
何
。
心
雖
甚
悔
、
今
無
所
為
。」
遂
生
叛
逆
、
使
人
告
隋
朝
曰
、「
叔
宝
無
義
失
道
、
虐
悪
甚
之
。」
堅
固
（
故
？
）
作
色
而
怒
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曰
、「
天
授
不
取
、
還
受
殃
耳
。」
乃
以
楊
光
為
大
将
軍
、
率
諸
兵
卒
、
度
江
伐
陳
。
臨
発
之
日
、
堅
語
光
等
、「
朕
聞
其
吉
蔵
者
善
達
法

門
、
宜
申
誠
心
要
請
之
。
至
今
伐
于
陳
、
豈
貪
其
地
乎
。
良
由
有
道
之
王
（
主
？
）
耳
。」
以
鐵
鏁
与
鼓
（
船
？
）
権
為
浮
梁
而
度
津
、
景

前
導
而
伐
之
。
遂
平
其
城
、
而
囚
執
叔
宝
並
子
。
光
乃
申
堅
意
確
請
。
大
師
撫
嘆
而
応
之
。
既
已
、
還
于
長
安
矣
。
宝
発
路
、
詠
曰
、「
鼓

聲
推
（
催
）
命
役
（
短
？
）、
日
光
向
西
斜
。
黄
泉
無
客
主
、
今
夜
向
誰
家
。」
及
度
□
津
至
梁
上
、
宝
詠
曰
、「
聞
道
長
安
路
、
今
年
過
□

津
。
請
問
浮
梁
上
、
度
幾
失
郷
人
。」
遂
至
於
隋
。
諸
家
大
人
看
之
感
慕
。
宝
子
入
宮
、
堅
使
為
詠
。
詠
曰
、「
年
少
未
敢
書
、
□
詠
牆
上

草
。
生
処
非
不
高
、
但
恨
逢
霜
早
。」
又
作
詠
曰
、「
野
林
無
大
小
、
山
花
色
並
鮮
。
唯
有
権
折
枝
、
独
自
不
知
春
。」

（
３
）
然
堅
自
大
師
未
至
之
前
、
預
造
日
嚴
精
舍
。
遂
及
至
、
自
躬
出
迎
之
、
止
住
其
中
。
事
以
国
師
之
礼
、
勧
請
伝
法
。
暨
於
光
辰
、
彌

復
敬
重
。
於
是
大
師
興
隆
大
法
、
仍
制
淨
名
玄
等
。
稟
法
之
徒
百
千
万
衆
、
而
善
知
法
、
唯
慧
牘
法
師
及
一
音
慧
藏
等
焉
。
言
長
安
者
、
王

都
之
号
而
有
二
処
。（
後
略
）

（
１
）
大
師 

梁
末
に
生
ま
れ
、
陳
代
に
長
ず
。
陳
の
滅
ぶ
に
及
び
、
隋
の
開
皇
十
八
年
を
以
て
長
安
に
至
る
。
長
安
は
陳
朝
と
相
去
る
こ
と

凡
そ
三
千
三
百
里
。
春
時
に
発
ち
去
り
、
秋
時
に
還
る
。
長
安
は
隋
王
の
都
す
る
所
と
為
る
。

（
２
）
伝
有
り
て
曰
ふ
が
如
し
、
後
周
の
終
王
は
少
帝
闡
と
号
す
。
諸
太
夫
を
将
ゐ
て
先
廟
に
享
祀
す
。
掌
客
の
臣
楊
堅
に
二
美
女
と
一
男

有
り
、
男
は
是
れ
楊
光
な
り
。
堅 

此
の
二
女
を
し
て
觴
を
挙
げ
帝
に
上
ら
し
む
。
帝
は
二
女
の
好
色
に
感
じ
、
即
ち
之
に
敕
し
て
曰
く
、

「
其
の
女
弟
を
納い

れ
ん
と
欲
す
る
の
み
」
と
。
堅 

乃
ち
之
を
献
ず
。
仍
り
て
此
の
女
を
納
れ
、
先
妃
を
棄
て
、
寵
愛
す
る
こ
と
甚
だ
重
し
。

三
年
を
経
て
、
女 

帝
に
啓
し
て
曰
く
、「
父
に
見
え
ん
こ
と
を
欲
す
」
と
。
乃
ち
詔
す
、「
三
日
を
過
ぐ
る
こ
と
な
く
し
て
帰
れ
」
と
。
女

退
き
て
父
に
語
る
に
、「
帝
位
を
欲
す
る
か
」
と
。
父
曰
く
、「
朝
花
に
似
た
る
が
若
し
、
一
日
得
る
の
み
」
と
。
女
曰
く
、「
銛
刀
を
齎
さ

ん
と
欲
す
」
と
。
遂
に
靴
裹
に
置
き
て
宮
中
に
入
る
。
帝 

約
に
違
ふ
に
あ
ら
ざ
る
を
善
し
と
し
、
甚
だ
讌
樂
を
為
し
て
臥
す
。
女 

銛
刀
を

以
て
密
か
に
帝
の
頸
を
刺
し
、
乃
ち
出
で
て
敕
し
て
曰
く
、「
楊
堅 

宮
に
入
れ
。
女
を
寵
愛
せ
る
に
因
り
て
、
位
を
堅
に
讓
ら
ん
」
と
。
堅 
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乃
ち
施
行
し
て
云
ふ
、「
威
憲
、
去
る
は
去
る
べ
く
、
用
ふ
る
は
用
ふ
べ
し
」
と
。
之
を
然
り
と
す
る
所
以
を
知
ら
ず
、
忽
ち
此
の
事
を
行

へ
り
。
已
に
天
下
を
獲
て
、
群
臣
皆
服
し
、
敢
へ
て
異
言
を
出
す
者
無
し
。
躬
ら
万
機
を
治
め
、
其
の
勢
も
亦
た
爾
り
。
堅 

乃
ち
文
武
を

兼
ね
、
遠
く
威
德
を
振
ふ
。
次
い
で
其
の
子
光
、 

位
を
襲
く
。
然
し
て
即
ち
隋
に
二
君
有
り
、
合
し
て
三
十
八
年
な
り
。
堅 

初
め
開
皇
と

年
号
す
る
こ
と
二
十
年
。
次
い
で
仁
壽
と
年
号
す
る
こ
と
四
年
。
光 

大
業
と
年
号
す
る
こ
と
十
四
年
な
り
。
凡
そ
陳
は
五
主
を
合
し
て
三

十
二
年
、
大
將
軍
陳
霸
先
従
り
叔
宝
に
至
る
。
叔
宝 

位
に
在
る
こ
と
八
年
、
已
酉
年
正
月
を
以
て
隋
の
楊
堅
の
滅
ぼ
す
所
と
為
る
。
叔
宝

の
臣 

号
し
て
妙
景
と
曰
ふ
あ
り
、
其
の
妻
妍
美
な
り
。
王
聞
き
て
感
念
し
、
乃
ち
景
に
任
ず
る
に
将
軍
を
以
て
し
、
隋
を
戍
る
の
南
境
に

居
ら
し
め
、
而
し
て
其
の
妻
を
集
め
て
宮
中
に
納
る
。
景
乃
ち
言
ふ
、「
境
を
戍
る
に
限
り
有
り
、
奈
何
と
も
す
る
所
無
し
。
心
に
甚
だ
悔

ゆ
る
と
雖
ど
も
、
今
は
為
す
所
無
し
」
と
。
遂
に
叛
逆
を
生
じ
、
人
を
し
て
隋
朝
に
告
げ
し
め
て
曰
く
、「
叔
宝 

義
無
く
道
を
失
ひ
、
虐
悪

甚
し
」
と
。
堅　

固
ら
に
色
を
作
し
怒
り
て
曰
く
、「
天
授
く
る
に
取
ら
ざ
る
は
、
還
つ
て
殃
を
受
く
る
の
み
」
と
。
乃
ち
楊
光
を
以
て
大

将
軍
と
為
し
、
諸
兵
卒
を
率
ゐ
、
江
を
度
り
て
陳
を
伐
つ
。
発
す
る
に
臨
む
日
、
堅 

光
等
に
語
る
、「
朕
聞
く
、
其
れ
吉
蔵
な
る
者
は
善
く

法
門
に
達
す
と
。
宜
し
く
誠
心
を
申の

べ
て
之
に
要
請
す
べ
し
。
今
陳
を
伐
つ
に
至
り
て
は
、
豈
に
其
の
地
を
貪
る
か
。
ま
こ
と
に
有
道
の
王

（
主
？
）
に
由
る
の
み
」
と
。
鐵
鏁
と
船
と
を
以
て
権か

り
に
浮
梁
を
為つ
く

り
て
津
を
度
り
、
景 

前
導
し
て
之
を
伐
つ
。
遂
に
其
の
城
を
平
ら

げ
、
叔
宝
並
び
に
子
を
囚
執
す
。
光 

乃
ち
堅
の
意
確
く
請
ふ
を
申
ぶ
。
大
師 

撫
嘆
し
て
之
に
応
ず
。
既
に
し
て
長
安
に
還
る
。（
叔
）
宝 

路
を
発
す
る
に
詠
み
て
曰
く
、「
鼓
聲
命
の
短
き
を
催
し
、
日
光
西
に
向
き
て
斜
め
な
り
。
黄
泉
に
客
主
無
く
、
今
夜
誰
が
家
に
向
は
ん
」

と
。
□
津
を
度
り
梁
上
に
至
る
に
及
ん
で
、
宝
詠
じ
て
曰
く
、「
聞き道
く
な
ら
く
長
安
の
路
、
今
年
□
津
を
過
ぐ
。
請
問
す
浮
梁
の
上
、
幾

た
り
の
失
郷
の
人
の
度わ
た

る
か
」
と
。
遂
に
隋
に
至
る
。
諸
家
の
大
人
之
を
看
て
感
慕
す
。
宝
の
子 

宮
に
入
る
に
、
堅 

詠
を
為
さ
し
む
。
詠

じ
て
曰
く
、「
年
少
く
未
だ
敢
へ
て
書
か
ず
、
□
に
牆
上
の
草
を
詠
む
。
生
い
し
処
高
か
ら
ざ
る
に
非
ず
、
但
だ
霜
に
逢
ふ
こ
と
の
早
き
を

恨
む
」
と
。
又
た
詠
を
作
し
て
曰
く
、「
野
林
大
小
と
な
く
、
山
花 

色
並
び
に
鮮
か
な
り
。
唯
だ
権
り
そ
め
に
枝
を
折
る
も
の
あ
り
、
独ひ

自と

り
春
を
知
ら
ず
」
と
。
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（
３
）
然
る
に
堅 

大
師
の
至
ら
ざ
る
前
よ
り
、
預
め
日
嚴
精
舍
を
造
る
。
遂
に
至
る
に
及
び
、
自み
ず
か躬
ら
出
で
て
こ
れ
を
迎
へ
、
其
の
中
に
止
ま
り

住
ま
し
む
。
事
ふ
る
に
国
師
の
礼
を
以
て
し
、
法
を
伝
ふ
る
こ
と
を
勧
請
す
。
光
辰
に
暨
び
、
彌
い
よ
復
た
敬
重
す
。
是
に
お
い
て
大
師 

大
法

を
興
隆
し
、
仍
り
て
『
淨
名
玄
』
等
を
制
す
。
法
を
稟
く
る
徒 

百
千
万
衆
な
る
も
、
善
く
法
を
知
る
は
、
唯
だ
慧
牘
法
師
及
び
一
音
慧
藏
等
の

み
な
り
。
長
安
と
言
ふ
は
、
王
都
の
号
に
し
て
二
処
有
り
。（
後
略
）

　

こ
の
う
ち
、（
２
）「
如
有
伝
曰
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
金
文
京
氏
は
、『
開
業
平
陳
記
』『
大
業
拾
遺
記
』
の
関
連
記
事
に
も
合
致
し
、
そ
の
原

型
は
陳
滅
亡
後
に
江
南
地
域
で
生
ま
れ
た
伝
説
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
（
４
）。
ま
た
、
文
中
の
人
物
「
妙
景
」
の
原
形
は
『
南

史
』
蕭
摩
軻
伝
に
見
え
る
蕭
摩
軻
で
あ
り
、
智
光
（
或
い
は
智
光
が
引
用
し
た
材
料
の
原
作
者
）
は
同
じ
発
音
の
「
妙
景
」
二
字
を
選
択
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
古
代
の
発
音
「
摩
軻
」
発
音
「m

oke

」
と
「
妙
景
」「m

ioke

」
は
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、（
２
）「
如
有
伝
曰
」
の
内
容
は
や
や
荒
唐
無
稽
で
あ
り
、
構
文
も
ぎ
こ
ち
な
い
が
、
歴
史
事
実
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ

ろ
う
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
文
中
の
「
楊
光
」
が
隋
煬
帝
楊
広
で
あ
り
、
中
国
人
が
「
広
」
を
「
光
」
と
書
き
間
違
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、（
２
）「
如

有
伝
曰
」
の
内
容
は
日
本
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
百
済
人
或
い
は
新
羅
人
乃
至
日
本
に
亡
命
し
た
外
来
移
民
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
、
と
金
文
京
氏
は
主
張
し
た
（
５
）。
し
か
し
、
安
澄
『
中
論
疏
記
』
所
引
の
『
淡
海
記
』
に
は
「
陳
時
、
于
楊
光
而
所
伐
。
以
破
国
之

日
、
大
師
（
吉
蔵
）
来
至
長
安
（
陳
の
時
、
楊
光
に
お
い
て
伐
つ
所
な
り
。
国
を
破
る
の
日
を
以
て
、
大
師
来
り
て
長
安
に
至
る
）」
と
あ
り
、

「
光
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

煬
帝
の
名
「
広
」
が
「
光
」
と
書
か
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
当
時
の
隋
人
が
避
諱
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
（
６
）。『

浄
名
玄
論
略
述
』
の
作
者
智
光
は
唐

代
の
人
で
あ
る
か
ら
、
煬
帝
の
名
を
避
諱
す
る
必
要
は
な
く
、「
広
」
と
「
光
」
と
は
中
国
語
に
お
い
て
も
日
本
語
に
お
い
て
も
同
音
で
あ
る
か

ら
、「
広
」
が
「
光
」
と
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
一
介
の
外
国
人
僧
侶
に
と
っ
て
特
に
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
智
光
と
同
じ
逸
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話
を
挿
入
す
る
『
淡
海
記
』
で
も
、
同
じ
く
作
者
が
引
用
し
た
原
資
料
に
は
「
光
」
を
「
広
」
と
記
載
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の

「
原
資
料
」
す
な
わ
ち
（
２
）「
如
有
伝
」
の
「
伝
」
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

僧
智
光
（
七
〇
八
～
七
七
六
？
）
は
、『
元
亨
釈
書
』
巻
二
智
光
伝
に
は
「
釈
智
光
、
内
州
人
。
共
礼
光
止
元
興
寺
、
得
智
蔵
三
論
之
深
旨

（
釈
智
光
、
内
州
の
人
な
り
。
礼
光
と
共
に
元
興
寺
に
止
ま
り
、
智
蔵
に
三
論
の
深
旨
を
得
た
り
）」
と
あ
り
、『
扶
桑
略
記
抄
』
巻
二
の
天
平
十

七
年
正
月
己
卯
廿
一
日
条
に
は
「
爰
有
釈
智
光
者
、
河
内
国
安
宿
郡
鋤
田
寺
沙
門
也
。
俗
姓
鋤
田
連
、
後
改
姓
上
村
主
。
母
飛
鳥
部
氏
也
。
天
性

聡
明
、
智
惠
殊
勝
、
制
盂
蘭
盆
・
大
般
若
等
経
（
爰
に
釈
智
光
な
る
者
有
り
、
河
内
国
安
宿
郡
鋤
田
寺
の
沙
門
な
り
。
俗
姓 

鋤
田
の
連
、
後
に

姓
を
上
村
主
と
改
む
。
母
は
飛
鳥
部
氏
な
り
。
天
性
聡
明
に
し
て
、
智
惠
殊
に
勝
れ
、
盂
蘭
盆
・
大
般
若
等
経
を
制
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼

は
河
内
国
人
で
あ
り
、
智
蔵
に
師
事
し
、
元
興
寺
に
止
住
し
た
三
論
宗
の
高
僧
で
あ
る
。

　

ま
た
、
末
木
文
美
士
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
浄
名
玄
論
略
述
』
の
ほ
か
、
智
光
は
『
盂
蘭
盆
経
述
義
』
一
巻
、『
大
般
若
経
述
義
』
一

巻
、『
大
惠
度
経
疏
』
二
十
巻
、『
初
学
三
論
標
宗
義
』
一
巻
、『
正
観
論
』
一
巻
、『
肇
論
述
義
』（
巻
数
不
詳
）、『
法
華
玄
論
略
述
』
五
巻
、『
中

論
疏
記
』
三
巻
及
び
『
浄
名
玄
論
略
述
』
七
巻
な
ど
の
三
論
教
学
関
係
書
物
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
他
、『
無
量
寿
経
論
釈
』
五
巻
、『
四
十
八
願

釈
』
一
巻
、『
安
養
賦
』
な
ど
の
浄
土
教
関
係
の
著
作
が
あ
る
（
７
）。
そ
の
中
の
『
法
華
玄
論
略
述
』、『
浄
名
玄
論
略
述
』
と
『
中
論
疏
記
』
は
、
そ

れ
ぞ
れ
三
論
宗
の
高
僧
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
の
著
し
た
『
法
華
玄
論
』
十
巻
、『
浄
名
玄
論
』
八
巻
、『
中
論
疏
記
』
十
巻
を
注
釈
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
吉
蔵
の
多
数
の
著
書
を
注
釈
し
た
智
光
が
陳
の
亡
国
や
隋
の
誕
生
に
関
す
る
吉
蔵
の
記
述
に
注
目
し
た
の
は
、
必
然

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
の
俗
姓
は
安
氏
で
、
南
京
で
生
ま
れ
、
先
祖
は
西
域
安
息
国
の
人
で
あ
る
。
吉
蔵
は
隋
の
百
越
征
討
の
際
に
、
会

稽
（
現
在
の
浙
江
紹
興
県
）
の
嘉
祥
寺
に
住
し
、
三
論
を
究
め
た
。
そ
の
後
、
楊
州
の
慧
日
道
場
・
長
安
の
日
厳
寺
で
三
論
や
法
華
の
布
教
や
講

説
を
行
っ
た
。
唐
代
に
入
る
と
、
長
安
の
実
際
寺
、
定
水
寺
、
会
昌
寺
、
延
興
寺
等
に
住
し
て
、
僧
衆
を
統
領
す
る
大
徳
十
人
の
一
人
と
し
て
徴

用
さ
れ
た
。
ま
た
、
長
安
で
三
論
注
疏
を
完
成
し
、
三
論
宗
を
創
設
し
た
。
彼
は
安
息
国
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
胡
吉
蔵
と
言
わ
れ
、
嘉
祥
寺
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に
住
し
た
こ
と
か
ら
、
嘉
祥
大
師
と
も
言
わ
れ
た
。

　

前
掲
の
『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
本
に
は
、
陳
を
征
伐
す
る
際
、
吉
蔵
は
都
の
建
康
に
居
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
続
高
僧
伝
』
巻
十
一
の

吉
蔵
伝
に
、

具
戒
之
後
、
声
問
転
高
。
陳
桂
陽
王
欽
其
風
采
、
吐
納
義
旨
、
欽
味
奉
之
。
隋
定
百
越
、
遂
東
游
秦
望
、
止
泊
嘉
祥
、
如
常
敷
引
。（
中

略
）
在
昔
陳
隋
廃
興
、
江
陰
凌
乱
。
道
俗
波
迸
、
各
棄
城
邑
。
乃
率
其
所
属
、
往
諸
寺
中
。
但
是
文
疏
、
並
皆
收
聚
、
置
於
三
間
堂
内
。
及

平
定
後
、
方
洮
簡
之
。
故
目
学
之
長
、
勿
過
於
蔵
。
注
引
宏
広
、
咸
由
此
焉
。

具
戒
の
後
、
声
問
転う
た

た
高
し
。
陳
桂
陽
王 

其
の
風
采
を
欽つ
つ
しみ
て
、
義
旨
を
吐
納
し
、
欽
み
味
は
ひ
て
之
を
奉
ず
。
隋
百
越
を
定
め
、
遂
に

東
の
か
た
秦
望
に
游
び
、
止
ま
り
て
嘉
祥
に
泊
し
、
常
の
如
く
敷
引
す
。（
中
略
）
在む
か
し昔
陳
隋
廃
興
し
、
江
陰
凌
乱
す
。
道
俗
波
迸
し
、

各
々
城
邑
を
棄
つ
。
乃
ち
其
の
属
す
る
所
を
率
ゐ
て
、
諸
寺
中
に
往
く
。
但
だ
是
れ
文
疏
は
、
並
び
に
皆
收
聚
し
て
、
三
間
堂
の
内
に
置

く
。
平
定
の
後
に
及
び
、
方
に
之
を
洮
簡
す
。
故
に
目
学
の
長
は
、
蔵
に
過
ぐ
る
は
勿
し
。
注
の
引
く
こ
と
宏
広
な
る
は
、
咸み
な

此
に
由
れ
り
。

と
あ
り
、
陳
の
滅
亡
の
際
、
吉
蔵
は
建
康
の
諸
寺
を
奔
走
し
、「
文
疏
」
を
集
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
隋
軍
は
陳
後
主
ら
を
囚
執
す
る
時
、
吉
蔵

は
建
康
に
い
た
の
で
あ
る
。
吉
蔵
は
陳
の
桂
陽
王
な
ど
の
王
公
貴
族
に
尊
重
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
天
台
宗
の
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
と
同
じ

く
、
陳
の
滅
亡
の
直
前
、
吉
蔵
は
王
公
貴
族
な
い
し
陳
後
主
に
誘
わ
れ
、
建
康
で
講
経
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
南
史
』
巻
十
陳
後
主
本
紀
の
禎
明
三
年
正
月
戊
辰
条
に
は
「
僧
尼
道
士
尽
皆
執
役
」
と
あ
り
、
禎
明
三
年
正
月
に
、
僧
尼
と
道
士
は
陳
後
主

と
一
緒
に
「
執
役
」
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
掲
の
『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
本
に
は
「
光 

乃
ち
堅
の
意
確
く
請
ふ
を
申
ぶ
。
大
師 

撫
嘆
し
て
之
に

応
ず
。
既
に
し
て
長
安
に
還
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
吉
蔵
も
陳
後
主
と
同
行
し
て
長
安
に
連
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
陳
後

主
の
「
臨
行
詩
」
を
聞
き
取
る
人
物
に
は
、
陳
後
主
の
「
狎
客
」
で
あ
る
江
総
の
ほ
か
に
、
僧
吉
蔵
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
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で
問
題
と
し
て
い
る
陳
後
主
詩
は
僧
吉
蔵
の
手
に
な
る
関
連
記
事
か
ら
抄
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
は
、『
浄
名
玄
論
略
述
』
の
中
の
「
有
伝
云
」
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
吉
蔵
の
『
浄
名
玄
論
』
等
の
著
作
に

は
、
前
掲
の
「
有
伝
云
」
の
内
容
が
見
ら
れ
な
い
。
で
は
、
中
国
に
留
学
し
た
こ
と
も
な
い
智
光
は
誰
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
陳
後
主
の
詩
を
入
手

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
　
慧
潅
、
福
亮
と
道
慈

　

倭
国
に
赴
い
た
こ
と
の
あ
る
吉
蔵
の
弟
子
に
は
、
高
句
麗
僧
の
慧
潅
（
恵
観
、
恵
潅
と
も
書
く
）
が
い
る
。
慧
潅
は
日
本
で
初
め
て
三
論
学
説

を
広
げ
、
日
本
三
論
宗
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
。
慧
潅
の
後
に
、
僧
智
蔵
及
び
智
蔵
の
弟
子
道
慈
が
入
唐
し
、
三
論
宗
を
学
ん
だ
。
道
慈
は
帰
国

後
、
吉
蔵
の
三
論
学
説
を
日
本
に
広
げ
活
躍
し
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二
の
推
古
天
皇
三
十
三
年
正
月
条
に
は
「
戊
寅
、
高
麗
王
貢
僧
惠
灌
。
仍
任
僧
正
（
戊
寅
、
高
麗
の
王
僧
惠
灌
を
貢す
す

む
。
仍
り
て
僧
正
に
任
す
）」
と
あ
る
。
ま
た
『
元
亨
釈
書
』
巻
一
の
慧
潅
伝
に
は
、

釈
慧
灌
、
高
麗
国
人
、
入
隋
受
嘉
祥
吉
蔵
三
論
之
旨
。
推
古
三
十
有
三
年
乙
酉
春
正
月
本
国
貢
来
、
住
元
興
寺
。
其
夏
天
下
大
旱
、
詔
灌
祈

雨
。
灌
著
青
衣
講
三
論
、
大
雨
便
下
。
上
大
悅
、
擢
為
僧
正
。
後
於
内
州
創
井
上
寺
、
弘
三
論
宗
。

釈
慧
灌
、
高
麗
国
の
人
な
り
。
隋
に
入
り
て
嘉
祥
吉
蔵
に
三
論
の
旨
を
受
く
。
推
古
三
十
有
三
年
乙
酉
春
正
月
、
本
国
に
貢
来
し
、
元
興
寺

に
住
す
。
其
の
夏
、
天
下
大
旱
し
て
、
灌
に
詔
し
て
雨
を
祈
ら
し
む
。
灌
青
衣
を
著
て
三
論
を
講
ず
れ
ば
、
大
雨
便
ち
下
る
。
上
大
い
に
悅

び
、
擢
ん
で
て
僧
正
と
為
す
。
後
に
内
州
に
お
い
て
井
上
寺
を
創
り
、
三
論
宗
を
弘
む
。
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と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
る
と
、
慧
潅
は
隋
か
ら
高
句
麗
に
帰
っ
た
後
、
推
古
三
十
三
年
（
六
二
五
）
正
月
に
倭
国
に
至
っ
た
。
吉
蔵
は
唐

の
武
徳
六
年
（
六
二
三
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
慧
潅
が
隋
か
ら
高
句
麗
に
帰
っ
た
の
は
そ
の
前
後
で
あ
ろ
う
。

　

慧
潅
の
弟
子
に
は
呉
国
人
の
福
亮
が
い
る
。『
元
亨
釈
書
』
巻
十
六
呉
国
福
亮
伝
に
は
「
釈
福
亮
、
呉
国
人
。
受
三
論
於
嘉
祥
。
斉
明
四
年
、

内
臣
鎌
子
于
陶
原
家
精
舍
請
亮
講
維
摩
詰
経
（
釈
福
亮
、
呉
国
の
人
な
り
。
三
論
を
嘉
祥
に
受
く
。
斉
明
四
年
、
内
臣
鎌
子 

陶
原
家
精
舍
に
お

い
て
亮
に
請
ふ
て
維
摩
詰
経
を
講
ぜ
し
む
）」
と
あ
り
、
福
亮
は
嘉
祥
大
師
吉
蔵
に
従
っ
て
三
論
を
学
び
、
斉
明
天
皇
四
年
（
六
五
八
）
に
倭
国

で
維
摩
経
を
講
じ
た
。『
太
子
伝
私
記
』
に
収
録
さ
れ
る
「
法
起
寺
塔
露
盤
銘
」（『
寧
楽
遺
文
』
下
巻
所
収
）
に
「
至
于
戊
戌
年
、
福
亮
僧
正
聖

徳
皇
御
分
敬
造
弥
勒
像
一
躯
、
構
立
金
堂
（
戊
戌
年
に
至
り
、
福
亮
僧
正 

聖
徳
皇
の
御
分
に
弥
勒
像
一
躯
を
敬
造
し
、
金
堂
を
構
立
す
）」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
福
亮
は
舒
明
天
皇
十
年
（
六
三
八
）
に
聖
徳
太
子
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
弥
勒
仏
像
を
作
り
、
法
起
寺
の
金
堂
を
建
て
た
。
し
た

が
っ
て
、
福
亮
が
倭
国
に
赴
い
た
の
は
舒
明
天
皇
十
年
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
８
）。

　

慧
潅
や
福
亮
が
前
述
の
陳
後
主
の
詩
を
倭
国
に
将
来
し
た
と
す
れ
ば
、
大
津
皇
子
や
智
光
も
そ
の
詩
を
書
き
写
し
た
、
或
い
は
模
倣
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
隋
に
お
け
る
慧
潅
と
福
亮
の
活
動
を
記
し
た
資
料
は
な
く
、
陳
後
主
の
詩
が
彼
ら
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
な
い
。

　
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
巻
中
に
は
「
慧
潅
僧
正
以
三
論
授
福
亮
僧
正
、
福
亮
授
智
蔵
僧
正
。
智
蔵
越
海
入
唐
、
重
伝
三
論
。（
中
略
）
智
蔵
上

足
有
三
般
匠
、
乃
道
慈
・
智
光
・
礼
光
也
（
慧
潅
僧
正 

三
論
を
以
て
福
亮
僧
正
に
授
け
、
福
亮
智
蔵
僧
正
に
授
く
。
智
蔵
海
を
越
え
て
入
唐
し
、

重
ね
て
三
論
を
伝
ふ
。（
中
略
）
智
蔵
の
上
足
に
三
般
の
匠
有
り
、
乃
ち
道
慈
・
智
光
・
礼
光
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
智
光
の
同
門
に
は
、
唐

へ
赴
い
た
留
学
僧
の
道
慈
も
い
た
。
道
慈
に
つ
い
て
、『
元
亨
釈
書
』
巻
二
の
道
慈
伝
に
は

事
呉
智
藏
、
稟
三
論
学
。
大
宝
元
年
入
唐
請
益
、
于
時
武
后
長
安
之
始
也
。
蹈
勝
地
、
尋
明
師
、
経
律
論
多
渉
獵
、
益
究
三
論
之
旨
。
養
老

元
年
帰
、
盛
唱
空
宗
。
天
平
九
年
冬
十
月
、
啓
最
勝
会
於
大
極
殿
、
其
儀
同
元
日
。
慈
為
講
師
。
初
元
年
將
新
大
官
寺
、
下
詔
覓
伽
藍
営
造
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之
宏
規
。
時
無
委
者
。
慈
奏
曰
、「
臣
在
唐
時
偸
図
西
明
寺
、
心
中
誓
念
、
若
帰
本
土
、
柄
道
福
願
規
模
之
。
今
陛
下
之
睿
志
、
臣
之
先
抱

也
。」
即
上
之
、
上
大
悅
、
詔
慈
為
造
寺
監
護
而
居
焉
。

呉
の
智
藏
に
事
へ
て
、
三
論
の
学
を
稟
く
。
大
宝
元
年
入
唐
請
益
す
、
時
に
武
后
の
長
安
の
始
め
な
り
。
勝
地
を
蹈
み
、
明
師
を
尋
ね
て
、

経
律
論
多
く
渉
獵
し
、
益
々
三
論
の
旨
を
究
む
。
養
老
元
年
帰
り
て
、
盛
ん
に
空
宗
を
唱
ふ
。
天
平
九
年
冬
十
月
、
最
勝
会
を
大
極
殿
に
啓

く
に
、
其
の
儀 
元
日
に
同
じ
。
慈 

講
師
と
為
る
。
初
元
年
将
に
大
官
寺
を
新
に
せ
ん
と
し
、
詔
を
下
し
て
伽
藍
営
造
の
宏
規
を
覓
む
。
時

に
委
る
者
無
し
。
慈 
奏
し
て
曰
く
、「
臣
唐
に
在
る
時
、
偸
か
に
西
明
寺
を
図
き
、
心
中
に
誓
念
す
ら
く
、
若
し
本
土
に
帰
れ
ば
、
道
福
を

柄
せ
ば
、
願
は
く
は
之
を
規
模
と
せ
ん
と
。
今
陛
下
の
睿
志
、
臣
の
先
に
抱
く
と
こ
ろ
な
り
」
と
。
即
ち
之
を
上
る
に
、
上
大
い
に
悅
び
、

慈
に
詔
し
て
造
寺
を
為
し
監
護
し
て
居
ら
し
む
。

と
あ
る
。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
巻
十
五
の
天
平
十
六
年
十
月
条
に
は

辛
卯
、
律
師
道
慈
法
師
卒
。
法
師
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
郡
人
也
。
性
聡
悟
、
為
衆
所
推
。
大
宝
元
年
随
使
入
唐
、
渉
覧
経
典
、
尤
精
三
論
。

養
老
二
年
帰
朝
。（
中
略
）
卒
時
年
七
十
有
余
。

辛
卯
、
律
師
道
慈
法
師
卒
す
。
法
師
俗
姓
は
額
田
氏
、
添
下
郡
の
人
な
り
。
性
聡
悟
に
し
て
、
衆
の
推
す
と
こ
ろ
と
為
る
。
大
宝
元
年
使
に

随
ひ
て
唐
に
入
り
、
経
典
を
渉
覧
し
、
尤
も
三
論
に
精
し
。
養
老
二
年
帰
朝
す
。（
中
略
）
卒
す
る
時
年
七
十
有
余
。

と
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
に
は
、「
七
十
有
余
」
で
あ
る
か
ら
、
道
慈
は
六
七
〇
年
前
後
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
大
宝
元
年

（
七
〇
一
）
に
唐
に
留
学
す
る
時
は
三
十
歳
余
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

ま
た
、『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
に
は
、
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少
而
出
家
、
聡
敏
好
学
、
英
材
明
悟
、
為
衆
所
推
。
大
宝
元
年
、
遣
学
唐
国
。（
中
略
）
遊
学
西
土
、
十
有
六
歳
。
養
老
二
年
、
帰
来
本

国
。
帝
嘉
之
、
拜
僧
綱
律
師
。
性
甚
骨
鯁
、
為
時
不
容
。
解
任
帰
、
游
山
野
。
時
出
京
師
、
造
大
安
寺
。
年
七
十
余
。

少
く
し
て
出
家
し
、
聡
敏
に
し
て
学
を
好
む
。
英
材
明
悟
、
衆
に
推
さ
る
。
大
宝
元
年
、
唐
国
に
遣
学
す
。（
中
略
）
西
土
に
遊
学
す
る
こ

と
、
十
有
六
歳
。
養
老
二
年
、
本
国
に
帰
来
す
。
帝
之
を
嘉
み
し
た
ま
ひ
、
僧
綱
律
師
に
拜
し
た
ま
ふ
。
性
甚
だ
骨
鯁
、
時
に
容
れ
ら
れ

ず
。
任
を
解
き
て
帰
り
、
山
野
に
游
ぶ
。
時
に
京
師
を
出
で
、
大
安
寺
を
造
る
。
年
七
十
余
。

と
あ
る
。
こ
の
「
時
年
七
十
余
」
い
う
表
現
は
、
前
掲
の
「
卒
時
年
七
十
有
余
」
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
大
安
寺
を
建
立
す
る
時
の
年

齢
で
は
な
く
享
年
で
あ
る
。
こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
道
慈
は
大
宝
元
年
に
入
唐
し
、
唐
で
十
六
年
間
過
ご
し
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
帰
国
し

た（
９
）。
唐
で
は
、
当
時
の
都
の
長
安
西
明
寺
（
（（
（

で
学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲
の
『
元
亨
釈
書
』
巻
一
道
慈
伝
に
よ
る
と
、
在
唐
中
、
仏
教
典
籍
に

渉
っ
た
道
慈
が
、
帰
国
時
に
多
く
の
唐
仏
教
典
籍
を
将
来
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
智
光
の
著
作
に
は
、
当
時
唐
で
新
た
に
訳
さ
れ
た
経
論
の
影

響
が
少
な
く
な
い
と
い
う
指
摘
（
（（
（

を
考
慮
す
る
と
、
智
光
は
道
慈
の
将
来
し
た
新
訳
の
三
論
経
典
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
津
皇
子
の
詩
は
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
誕
生
し
た
の
で
、
時
間
的
に
道
慈
が
唐
に
留
学
す
る
前
に
、
陳
後
主
の
詩
は
既
に
日

本
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
智
光
は
彼
の
師
の
僧
智
蔵
か
ら
陳
後
主
の
詩
を
知
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

三
　
智
蔵
、
吉
蔵
と
嘉
祥
寺

　

智
蔵
に
つ
い
て
、『
元
亨
釈
書
』
巻
一
の
智
蔵
伝
に
は
、
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釈
智
蔵
、
呉
国
人
福
亮
法
師
俗
時
子
也
。
謁
嘉
祥
受
三
論
微
旨
、
入
此
土
居
法
隆
寺
、
盛
唱
空
宗
、
白
鳳
元
年
為
僧
正
。
道
慈
、
智
光
皆
蔵

之
徒
也
。

釈
智
蔵
、
呉
国
人
福
亮
法
師
俗
た
り
し
時
の
子
な
り
。
嘉
祥
に
謁
し
て
三
論
の
微
旨
を
受
く
。
此
の
土
に
入
り
て
法
隆
寺
に
居
し
、
盛
ん
に

空
宗
を
唱
ふ
。
白
鳳
元
年
僧
正
と
為
る
。
道
慈
、
智
光
、
皆 

蔵
の
徒
な
り
。

と
あ
る
。
こ
の
「
白
鳳
元
年
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
が
、『
扶
桑
略
記
』
巻
五
の
天
武
天
皇
二
年
三
月
条
の
「
同
月
、
智
蔵
任

僧
正
」
と
い
う
記
録
か
ら
、
白
鳳
元
年
即
ち
天
武
天
皇
二
年
（
六
七
三
）
三
月
に
、
智
蔵
は
僧
正
と
補
任
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、

智
蔵
「
謁
嘉
祥
受
三
論
微
旨
」
の
「
嘉
祥
」
は
吉
蔵
本
人
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
嘉
祥
寺
で
あ
る
か
。

　
『
懐
風
藻
』
僧
正
呉
学
生
智
蔵
師
伝
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

智
蔵
師
者
、
俗
姓
禾
田
氏
。
淡
海
帝
世
、
遣
学
唐
国
。
時
呉
越
之
間
、
有
高
学
尼
。
法
師
就
尼
受
業
。
六
・
七
年
中
、
学
業
穎
秀
。
同
伴
僧

等
頗
有
忌
害
之
心
。
法
師
察
之
、
計
全
躯
之
方
、
遂
被
髪
陽
狂
、
奔
蕩
道
路
。
密
写
三
蔵
要
義
、
盛
以
木
筒
、
著
漆
秘
封
、
負
担
遊
行
。
同

伴
軽
蔑
、
以
為
鬼
狂
、
遂
不
為
害
。
太
后
天
皇
世
、
師
向
本
朝
。
同
伴
登
陸
、
曝
涼
経
書
。
法
師
開
襟
、
対
風
曰
、「
我
亦
曝
涼
経
典
之
奧

義
。」
衆
皆
嗤
笑
、
以
為
妖
言
。
臨
於
試
業
、
昇
座
敷
演
、
辞
義
峻
遠
、
音
詞
雅
麗
。
論
雖
蜂
起
、
応
対
如
流
。
皆
屈
服
、
莫
不
驚
駭
。
帝

嘉
之
、
拜
僧
正
。
時
歳
七
十
三
。

智
蔵
師
は
、
俗
姓
禾
田
氏
。
淡
海
帝
の
世
に
、
唐
国
に
遣
学
す
。
時
に
呉
越
の
間
に
、
高
学
の
尼
有
り
。
法
師 

尼
に
就
き
て
業
を
受
く
。

六
、
七
年
の
中
に
、
学
業
穎
秀
な
り
。
同
伴
の
僧
等
頗
る
忌
害
の
心
有
り
。
法
師
之
を
察
り
て
、
躯
を
全
く
せ
む
方
を
計
り
、
遂
に
被
髪
陽

狂
し
、
道
路
に
奔
蕩
す
。
密
か
に
三
蔵
の
要
義
を
写
し
、
盛
る
に
木
筒
を
以
て
し
、
漆
を
著
け
て
秘
封
し
、
負
担
遊
行
す
。
同
伴
軽
蔑
し
、

鬼
狂
な
り
と
以
為
ひ
、
遂
に
害
を
為
さ
ず
。
太
后
天
皇
の
世
に
、
師
本
朝
に
向
か
ふ
。
同
伴
陸
に
登
り
、
経
書
を
曝
涼
す
。
法
師
襟
を
開
き
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風
に
対
か
ひ
て
曰
は
く
、「
我
も
亦
た
経
典
の
奧
義
を
曝
涼
す
」
と
。
衆
皆
嗤
笑
し
、
妖
言
と
以
為
へ
り
。
試
業
に
臨
み
、
座
に
昇
り
て
敷

演
す
る
に
、
辞
義
峻
遠
、
音
詞
雅
麗
。
論
蜂
の
ご
と
く
に
起
れ
り
と
雖
も
、
応
対
流
る
る
が
如
し
。
皆
屈
服
し
、
驚
駭
せ
ず
と
い
う
こ
と
莫

し
。
帝
之
を
嘉
み
し
た
ま
ひ
、
僧
正
に
拜
し
た
ま
ふ
。
時
に
歳
七
十
三
。

　

ま
ず
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
智
蔵
が
「
呉
学
生
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
呉
学
生
」
に
つ
い
て
、
東
野
治
之
氏
は
、
呉
学
生
は
呉
国
人
で
は

な
く
、
呉
に
留
学
し
た
学
生
（
僧
）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
呼
称
に
留
学
し
た
国
名
を
つ
け
る
類
例
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
と
指
摘
し
て
い

る
（
（（
（

。
し
か
し
、
奈
良
時
代
で
は
国
際
婚
姻
で
誕
生
し
た
混
血
児
は
父
親
の
出
身
国
に
よ
っ
て
国
籍
を
決
め
た
こ
と
か
ら
、
福
亮
は
呉
国
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
子
の
智
蔵
が
呉
国
人
と
見
な
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、『
僧
綱
補
任
抄
出
』（
上
）
の
「
福
亮
」
条
に
は
「
呉
人
、
熊
凝
氏
、
本
元
興
寺
」
と
あ
り
、『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
一
福
亮
伝
に
は

「
釈
福
亮
姓
熊
凝
氏
、
本
呉
国
人
、
来
朝
出
家
、
従
高
麗
慧
灌
僧
正
習
稟
三
論
、
兼
善
法
相
（
釈
福
亮 

姓
は
熊
凝
氏
、
も
と
呉
国
の
人
、
来
朝
し

て
出
家
す
。
高
麗
の
慧
灌
僧
正
に
従
ひ
て
三
論
を
習
稟
し
、
兼
ね
て
法
相
を
善
く
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
熊
凝
氏
は
、
福
亮
が
倭
国
に
来
た

後
、
出
家
す
る
前
に
名
乗
っ
た
氏
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
懐
風
藻
』
に
は
智
蔵
の
俗
姓
は
「
禾
田
氏
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
王
勇
氏

は
、
福
亮
が
娶
っ
た
日
本
女
性
、
つ
ま
り
智
蔵
の
母
親
が
「
俗
姓
禾
田
氏
」
で
あ
っ
た
、
或
い
は
福
亮
の
出
家
後
に
、
智
蔵
が
禾
田
家
の
養
子
に

な
っ
た
か
ら
だ
と
指
摘
し
た（

（（
（

。

　

第
二
に
、
智
蔵
が
入
唐
し
た
時
期
は
「
淡
海
帝
世
」（
天
智
朝
）
の
こ
と
で
あ
る
。
天
智
朝
に
お
い
て
、
六
六
五
年
・
六
六
七
年
・
六
六
九
年

の
三
回
に
わ
た
っ
て
遣
唐
使
を
派
遣
し
た
が
、
智
蔵
は
六
六
五
年
に
出
発
し
た
遣
唐
使
に
従
っ
て
入
唐
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
六
・
七
年

中
、
学
業
穎
秀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
呉
越
地
区
に
六
・
七
年
間
滞
在
し
た
智
蔵
の
帰
国
年
は
六
七
二
年
前
後
だ
と
推
測
で
き
る
。『
元
亨
釈

書
』『
扶
桑
略
記
』
に
記
さ
れ
た
三
論
宗
僧
の
智
蔵
が
『
懐
風
藻
』
に
記
載
さ
れ
た
「
僧
正
、
呉
学
生
智
蔵
師
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
主
張
す

る
井
上
光
貞
氏
、
王
勇
氏
は
、
智
蔵
は
天
智
天
皇
十
年
（
六
七
一
）
十
一
月
に
帰
国
し
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
胡
志
昴
氏
も
智
蔵
は
天
智
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天
皇
十
年
十
一
月
に
唐
の
使
者
郭
務
悰
に
随
っ
て
帰
国
し
た
が
、
翌
月
の
天
智
天
皇
の
崩
御
、
壬
申
の
乱
な
ど
な
ど
の
影
響
を
う
け
て
、
翌
年
の

秋
以
降
に
入
京
し
た
と
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。

　

た
だ
し
、
唐
の
使
者
郭
務
悰
が
百
済
故
地
に
戻
る
の
は
翌
年
の
五
月
、
壬
申
の
乱
は
翌
年
の
六
月
で
あ
る
。
ま
た
、
筑
紫
大
宰
府
到
着
後
、
智

蔵
ら
の
留
学
人
員
一
行
が
、
唐
の
使
者
と
行
動
を
共
に
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
八
の
天
武
天
皇
元
年
十
一
月
条
に
は

「
辛
亥
、
饗
新
羅
客
金
押
宝
等
於
筑
紫
（
辛
亥
、
新
羅
の
客
金
押
宝
等
を
筑
紫
に
饗
し
た
ま
ふ
）」
と
あ
る
。
智
蔵
は
新
羅
使
者
の
金
押
実
等
に

随
っ
て
、
天
武
天
皇
元
年
十
一
月
に
筑
紫
に
到
着
し
、
翌
年
二
月
前
後
入
京
し
、「
試
業
」
に
参
加
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
の
「
太
后
天
皇
世
」
は
天
武
天
皇
の
皇
后
鵜
野
讚
良
（
即
位
後
の
持
統
天
皇
）
あ
る
い
は
天
智
天
皇
の
皇
后
倭
姫
を
指
す
と
言
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
横
田
健
一
氏
は
、「
太
后
天
皇
世
」
と
は
中
国
の
則
天
武
后
を
指
し
、
智
蔵
は
天
武
天
皇
十
二
年
に
帰
朝
し
た
、
と
考
え
た（

（（
（

。

最
近
、
胡
志
昴
氏
は
天
智
天
皇
の
崩
御
後
、
皇
后
倭
姫
が
称
制
し
た
と
考
え
て
、
皇
后
倭
姫
説
が
妥
当
だ
と
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
皇
后
倭

姫
の
称
制
や
天
皇
と
し
て
の
即
位
を
示
す
史
料
は
な
い
。「
太
后
天
皇
世
」
と
は
立
后
さ
れ
た
以
降
の
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
書

紀
』
巻
二
十
九
の
天
武
天
皇
二
年
二
月
癸
未
条
に
は
「
立
正
妃
為
皇
后
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
妃
鵜
野
讃
良
が
立
后
さ
れ
た
の
は
天
武
天
皇
二
年

（
六
七
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
下
文
に
「
帝
嘉
之
」
と
あ
り
、
天
武
天
皇
を
指
す
言
葉
と
し
て
、「
帝
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
持
統
天

皇
が
「
帝
」
で
は
な
く
、「
皇
太
后
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
『
懐
風
藻
』
に
よ
っ
て
わ
か
る
。『
日
本
書
紀
』
等
の
六
国
史
に
お
い
て
、「
帝
」
と

い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
男
性
天
皇
の
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
と
、「
時
歳
七
十
三
」
は
智
蔵
が
僧
正
に
任
命
さ
れ
た
時
の
年
齢
で
あ
る
が
、
帰
国
後
ま
も
な
く
任
命

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
入
唐
時
の
年
齢
は
六
十
五
歳
ぐ
ら
い
と
な
り
、
高
齢
で
の
渡
唐
に
疑
問
が
生
じ
る
。『
懐
風
藻
』
道
慈
伝
の
「
時
年
七

十
余
」
と
い
う
享
年
か
ら
判
断
す
る
と
、「
時
歳
七
十
三
」
は
智
蔵
が
亡
く
な
っ
た
時
の
年
齢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
智
光
撰
『
般
若
心
経
述
義
』
序
文
に
は
「
智
光
従
生
九
歳
避
慣
肉
処
、
遊
止
伽
藍
。
然
自
志
学
至
於
天
平
勝
宝
四
年
、
合
三
十
個
年

（
智
光 

生
ま
れ
て
九
歳
従
り
肉
処
を
避
慣
し
、
伽
藍
に
遊
止
す
。
然
し
て
志
学
自
り
天
平
勝
宝
四
年
に
至
る
ま
で
、
合
し
て
三
十
個
年
な
り
）」
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と
自
ら
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
志
学
」
を
十
五
歳
と
す
れ
ば
、
智
光
は
七
〇
八
年
に
生
ま
れ
で
あ
り
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
に
は
四
十
四

歳
と
な
る
。
だ
か
ら
、
沙
弥
に
な
る
九
歳
（
出
家
）
の
七
一
六
年
か
ら
「
志
学
」
の
七
二
二
年
ま
で
の
間
に
、
智
光
が
智
蔵
の
弟
子
に
な
っ
た
可

能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
、
七
一
六
年
か
ら
七
二
二
年
ま
で
の
間
、
智
蔵
は
存
命
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

智
蔵
が
七
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
智
蔵
は
早
く
と
も
六
四
四
年
に
生
ま
れ
、「
淡
海
帝
世
」（
六
六
五
年
）
に
入
唐
し
た

時
は
二
十
二
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
福
亮
が
舒
明
天
皇
十
年
（
六
三
八
）
以
前
に
日
本
に
来
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
王
勇
氏
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
智
蔵
は
福
亮
と
日
本
の
女
性
の
間
に
生
ま
れ
た
混
血
児
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
一
の
天
武
天
皇
二
年
二
月
二
十
七
日
条
に
は
「
于
川
原
寺
写
大
蔵
経
、
沙
門
智
蔵
督
役
、
故
任
僧
正
（
川
原
寺
に
お
い

て
大
蔵
経
を
写
し
、
沙
門
智
蔵
督
役
し
、
故
に
僧
正
に
任
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
智
蔵
は
帰
国
後
の
「
試
業
」
で
才
能
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発

揮
し
た
か
ら
、
川
原
寺
大
蔵
経
書
写
の
「
督
役
」
に
委
任
さ
れ
、
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
懐
風
藻
』
智
蔵
伝
に
よ
る
と
、
智
蔵
は
呉
越
地
区
の
尼
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
は
武
徳
六
年
（
六
二
三
）
に

亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
述
の
『
元
亨
釈
書
』
巻
一
智
蔵
伝
に
記
さ
れ
た
「
謁
嘉
祥
受
三
論
微
旨
」
の
「
嘉
祥
」
は
吉
蔵
大
師
本
人
で
は
な

く
、
嘉
祥
寺
を
指
す
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
智
蔵
は
、
吉
蔵
が
開
基
し
た
越
州
の
嘉
祥
寺
（
現
在
浙
江
省
紹
興
県
平
水
鎮
）
で
三
論
宗
を
学
ん

だ
と
い
う
こ
と
な
る
。

　

越
州
は
陳
の
都
の
建
康
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
の
で
、「
呉
越
地
区
で
留
学
し
た
智
蔵
は
陳
後
主
に
関
す
る
伝
説
と
前
述
の
臨
行
詩
を
耳
に
し

て
、
記
録
し
た
」
と
い
う
金
文
京
氏
の
推
論
（
（（
（

を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
陳
後
主
及
び
陳
の
滅
亡
に
関
す
る
伝
記
（
例
え
ば
『
開

業
平
陳
記
』
等
）
は
隋
唐
時
代
に
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
伝
記
に
前
述
の
陳
後
主
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は

な
い
。

　

筆
者
は
、
智
蔵
が
越
州
の
嘉
祥
寺
で
陳
後
主
の
詩
を
知
見
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。
智
蔵
が
「
淡
海
帝
世
」（
六
六
五
年
）
に
越
州
へ
赴
い
た

時
は
、
吉
蔵
の
没
後
四
十
二
年
で
あ
っ
た
。
陳
が
滅
亡
し
た
後
、
吉
蔵
は
越
州
の
嘉
祥
寺
に
滞
在
し
た
の
で
、
陳
の
亡
国
及
び
陳
後
主
の
詩
等
に
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関
す
る
記
述
は
、
嘉
祥
寺
に
残
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
嘉
祥
寺
に
残
さ
れ
た
吉
蔵
の
記
述
は
彼
の
弟
子
ら
に
認
識
さ
れ
、
保
存
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
横
田
健
一
氏
は
、
智
蔵
が
師
事
し
た
高
学
の
尼
と
は
吉
蔵
の
弟
子
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
と
推
測
し
た（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、

智
蔵
は
越
州
の
嘉
祥
寺
で
前
掲
の
（
２
）「
有
伝
曰
」
の
内
容
を
知
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

四
　
智
光
、
安
澄
と
「
如
有
伝
」

　

智
光
『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
本
に
収
録
さ
れ
る
「
如
有
伝
」
に
見
え
る
少
帝
闡
関
連
記
事
は
、
安
澄
『
中
論
疏
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

安
澄
は
平
安
時
代
初
期
の
三
論
宗
の
僧
で
、
奈
良
大
安
寺
に
お
け
る
三
論
宗
の
論
客
と
し
て
知
ら
れ
た
。
著
書
に
『
中
論
疏
記
』
八
巻
が
あ
り
、

こ
れ
は
吉
蔵
の
『
中
論
疏
』
十
巻
を
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。『
中
論
疏
記
』
に
は
、
中
国
、
日
本
の
多
く
の
文
献
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
資
料

的
価
値
が
高
い
と
言
わ
れ
る
。

　
『
中
論
疏
記
』
巻
三
に
は
、「
言
以
去
仁
壽
等
者
」
の
注
疏
と
し
て
、
以
下
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ア
）『
述
義
』
引
伝
云
、
後
周
少
帝
闡
在
位
一
年
。
隋
楊
堅
令
子
楊
光
襲
位
。
即
隋
有
二
君
、
合
三
十
八
年
治
之
。
堅
初
年
号
開
皇
、
註
二

十
年
。
次
年
号
仁
壽
、
註
四
年
。
光
年
号
大
業
、
経
十
四
年
。
今
言
去
者
、
於
大
業
時
、
著
此
疏
故
。
以
後
望
前
、
故
云
去
仁
壽
也
。

（
イ
）『
淡
海
記
』
云
、
陳
時
于
楊
光
而
所
伐
。
以
破
国
之
日
、
大
師
来
至
長
安
。
長
安
年
号
、
前
名
仁
壽
、
後
呼
大
業
。
又
後
時
号
貞
観
。

故
以
後
望
前
、
名
為
去
仁
壽
也
。

（
ウ
）
如
有
偈
（
伝
カ
）
云
：
後
周
終
王
少
帝
闡
将
諸
太
夫
、
享
祀
先
廟
。
掌
客
之
臣
楊
堅
有
二
美
女
与
一
男
、
男
是
楊
光
也
。
堅
使
此
二

女
挙
觴
上
帝
、
帝
感
等
二
女
好
色
、
即
敕
之
曰
、「
□欲
納
其
弟
女
耳
。」
堅
乃
献
之
。
仍
納
此
女
而
棄
先
妃
、
寵
愛
甚
重
。
経
乎
三
年
、
女

啓
帝
曰
、「
欲
見
父
焉
。」
乃
詔
、「
莫
過
三
日
帰
矣
。」
女
退
語
父
、「
欲
帝
位
乎
。」
父
曰
、「
若
似
朝
花
、
一
日
得
耳
。」
女
曰
、「
欲
齎
銛



陳後主「臨行詩」の日本伝来とその受容

— 17 —

刀
。」
遂
置
靴
裹
而
入
宮
中
。
女
以
銛
刀
密
刺
帝
頸
、
乃
出
敕
曰
、「
楊
堅
入
宮
、
因
寵
愛
女
、
而
讓
位
於
堅
矣
。」

（
エ
）
有
人
伝
云
：
一
巻
『
玄
義
』
云
、
大
隋
仁
壽
二
年
四
月
、
奉
命
撰
。
又
下
文
云
、
如
疏
初
序
、
准
此
玄
文
。
仁
寿
二
年
造
此
疏
。
然

有
人
云
、
仁
壽
四
年
造
此
疏
者
、
可
問
也
。
今
検
嘉
祥
碑
、
云
大
業
四
年
。
今
云
仁
壽
三
年
。（
下
略
）

（
ア
）『
述
義
』
に
伝
を
引
き
て
云
ふ
：
後
周
少
帝
闡
位
に
在
る
こ
と
一
年
。
隋
の
楊
堅
、
子
の
楊
光
を
し
て
位
を
襲
が
し
む
。
即
ち
隋
に
二

君
有
り
、
合
し
て
三
十
八
年
之
を
治
む
。
堅 

初
め
開
皇
と
年
号
し
て
二
十
年
を
註
す
。
次
に
仁
壽
と
年
号
し
て
四
年
を
註
す
。
光
は
大
業

と
年
号
し
て
十
四
年
を
経
。
今
、
去
と
言
ふ
は
、
大
業
の
時
に
お
い
て
、
此
の
疏
を
著
す
故
な
り
。
後
を
以
て
前
を
望
む
、
故
に
去
る
仁
壽

と
云
ふ
な
り
。

（
イ
）『
淡
海
記
』
に
云
ふ
、
陳
の
時
、
楊
光
に
お
い
て
伐
つ
所
な
り
。
国
を
破
る
の
日
を
以
て
、
大
師
来
り
て
長
安
に
至
る
。
長
安
の
年

号
、
前
に
仁
壽
と
名
づ
け
、
後
に
大
業
と
呼
ぶ
。
又
た
後
の
時
に
貞
観
と
号
す
。
故
に
後
を
以
て
前
を
望
み
、
名
づ
け
て
去
る
仁
壽
と
為
す

な
り
。

（
ウ
）
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
あ
り
て
曰
ふ
が
如
し
：
後
周
の
終
王
少
帝
闡 

諸
太
夫
を
将
ゐ
て
先
廟
に
享
祀
す
。
掌
客
の
臣
楊
堅
に
二
美
女
と

一
男
有
り
、
男
は
是
れ
楊
光
な
り
。
堅 

此
の
二
女
を
し
て
觴
を
挙
げ
帝
に
上
ら
し
む
。
帝 

二
女
の
好
色
に
感
じ
、
即
ち
之
に
敕
し
て
曰

く
、「
其
の
弟
女
を
納
れ
ん
と
す
る
の
み
」
と
。
堅 
乃
ち
之
を
献
ず
。
仍
り
て
此
の
女
を
納
れ
て
先
妃
を
棄
て
、
寵
愛
す
る
こ
と
甚
だ
重

し
。
三
年
を
経
て
、
女 

帝
に
啓
し
て
曰
く
、「
父
に
見
え
ん
こ
と
を
欲
す
」
と
。
乃
ち
詔
す
、「
三
日
を
過
ぐ
る
こ
と
な
く
し
て
帰
れ
」
と
。

女
退
き
て
父
に
語
る
に
、「
帝
位
を
欲
す
る
か
」
と
。
父
曰
く
、「
朝
花
に
似
た
る
が
若
し
、
一
日
得
る
の
み
」
と
。
女
曰
く
、「
銛
刀
を
齎

さ
ん
と
欲
す
」
と
。
遂
に
靴
裹
に
置
き
て
宮
中
に
入
る
。
女 

銛
刀
を
以
て
密
か
に
帝
の
頸
を
刺
し
、
乃
ち
出
で
て
敕
し
て
曰
く
、「
楊
堅 

宮
に
入
れ
、
女
を
寵
愛
せ
し
に
因
り
て
位
を
堅
に
讓
ら
ん
」
と
。

（
エ
）
人
有
り
伝
へ
て
云
ふ
：
一
巻
『
玄
義
』
云
ふ
、
大
隋
仁
壽
二
年
四
月
、
命
を
奉
じ
て
撰
す
と
。
又
下
文
に
云
ふ
、
疏
の
如
く
初
め
て

序
し
、
此
の
玄
文
に
准
ず
。
仁
寿
二
年
此
の
疏
を
造
る
。
然
る
に
人
有
り
て
云
ふ
、
仁
壽
四
年
此
の
疏
を
造
る
は
、
問
ふ
べ
き
な
り
と
。
今
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嘉
祥
の
碑
を
検
す
る
に
、
大
業
四
年
と
云
ふ
。
今
仁
壽
三
年
と
云
ふ
。

文
中
に
、（
ア
）「『
述
義
』
引
伝
云
」
の
『
述
義
』
と
は
、
末
木
文
美
士
氏
に
よ
る
と
、『
中
論
疏
述
義
』
の
こ
と
で
、
智
光
の
『
中
論
疏
記
』
三

巻
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
安
澄
『
中
論
疏
記
』
は
智
光
の
『
中
論
疏
記
』
三
巻
を
参
考
に
し
て
書
か
れ

た
の
で
あ
る
。

　

前
掲
の
『
中
論
疏
記
』
巻
三
に
は
、（
ア
）「『
述
義
』
引
伝
云
」、（
イ
）「『
淡
海
記
』
云
」、（
ウ
）「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
云
」
の
三
つ
の

文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
福
田
俊
昭
氏
は
、「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
云
」
以
下
の
内
容
は
「『
淡
海
記
』
云
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な

く
、「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）」
は
独
立
し
て
引
用
さ
れ
た
文
で
あ
る
と
指
摘
し
た（

（（
（

。
し
か
し
、
た
だ
『
述
義
』（
智
光
『
中
論
疏
記
』）
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、（
ア
）「『
述
義
』
引
伝
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
所
引
の
「
伝
」
は
看
過
で
き
な
く
て
、
更
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
般
的
に
は
、
同
一
文
章
に
二
箇
所
に
同
書
物
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
名
前
が
異
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
す
る
と
、（
ア
）
の
「
伝
」

は
（
ウ
）
の
「
偈
（
伝
の
誤
り
か
）」
と
別
の
も
の
に
な
る
。
し
か
し
、（
ア
）
に
あ
る
「
後
周
少
帝
闡
在
位
一
年
」
か
ら
「
光
年
号
大
業
、
経
十

四
年
」
ま
で
の
内
容
は
、『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
に
引
用
さ
れ
る
（
２
）「
有
伝
曰
」
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、（
ア
）

「『
述
義
』
引
伝
云
」、（
イ
）「『
淡
海
記
』
云
」、（
ウ
）「
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
云
」
の
三
つ
の
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
引
用
文
で
は
な

く
、
や
は
り
（
ウ
）「
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）」
を
（
イ
）「『
淡
海
記
』」
の
一
部
と
見
な
し
た
ほ
う
が
妥
当
と
言
え
よ
う
。（
エ
）
の
部
分
は
、

『
中
論
疏
記
』
の
作
者
安
澄
が
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
場
合
は
、（
イ
）
の
「
陳
時
于
楊
光
而
所
伐
、
以
破
国
之
日
、
大
師
来
至
長
安
。
長
安
年
号
、
前
名
仁
壽
、
後
呼
大
業
。
又
後
時
号
貞

観
。
故
以
後
望
前
、
名
為
去
仁
壽
也
」
と
い
う
内
容
は
『
淡
海
記
』
の
本
文
で
あ
り
、（
ウ
）「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
云
」
以
下
の
内
容
は

「
如
有
伝
」
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
淡
海
記
』
の
作
者
は
、
直
接
「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
云
」
の
内
容
を
見
て
、
引
用
し
た
こ
と
に
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な
ろ
う
。

　

仮
に
福
田
俊
昭
氏
の
指
摘
に
従
っ
て
、（
ウ
）「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
云
」
以
下
の
内
容
は
「『
淡
海
記
』
云
」
の
一
部
で
は
な
い
と
す
る

と
、
安
澄
『
中
論
疏
記
』
巻
三
は
（
ウ
）「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）」
す
な
わ
ち
（
2
）「
如
有
伝
曰
」
を
直
接
引
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
に
し
て
も
、「
如
有
伝
」
の
内
容
は
確
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
智
光
の
『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
本
に
は
、「
至
長
安
懸
芙
蓉
曲
水
日
嚴
精
舍
」
と
い
う
語
句
の
注
疏
と
し
て
、（
１
）、（
２
）、（
３
）

の
内
容
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
浄
名
玄
論
』
巻
一
の
関
連
本
文
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

金
陵
沙
門
釈
吉
蔵
陪
従
大
尉
公
晋
王
、
至
長
安
縣
芙
蓉
曲
水
日
厳
精
舍
。
養
器
乖
方
、
仍
抱
腳
疾
。
恐
旋
南
尚
遠
、
而
朝
露
非
奢
。
毎
省
慰

喻
之
言
、
遊
心
調
伏
之
旨
。
但
蔵
青
裳
之
歳
、
頂
戴
斯
経
。
白
首
之
年
、
翫
味
弥
篤
。
願
使
経
胎
不
失
、
歴
劫
逾
明
。
因
撰
所
聞
、
著
茲
玄

論
。

金
陵
の
沙
門
釈
吉
蔵 

大
尉
公
晋
王
に
陪
従
し
、
長
安
縣
芙
蓉
曲
水
の
日
厳
精
舍
に
至
る
。
養
器
方
に
乖
き
、
仍
り
て
腳
疾
を
抱
く
。
恐
ら

く
南
に
旋
る
は
尚
ほ
遠
く
、
而
し
て
朝
露
奢
る
に
あ
ら
ず
。
毎
に
慰
喻
の
言
を
省
み
、
心
を
調
伏
の
旨
に
遊
ば
す
。
但
だ
青
裳
の
歳
を
蔵
し

て
、
斯
の
経
を
頂
戴
す
。
白
首
の
年
、
翫
味
弥
い
よ
い
よ

篤
し
。
願
は
く
は
経
胎
を
し
て
失
は
し
め
ず
、
歴
劫
逾
い
よ
い
よ

明
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
。
因
り

て
聞
く
と
こ
ろ
を
撰
し
、
茲
に
玄
論
を
著
す
。

こ
こ
に
は
、
吉
蔵
は
陳
都
建
康
の
攻
略
を
指
揮
し
た
晋
王
楊
広
と
一
緒
に
現
れ
る
が
、（
２
）「
有
伝
」
の
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。

　
『
中
論
疏
記
』
の
（
ア
）、（
イ
）、（
エ
）
の
内
容
は
「
言
以
去
仁
壽
等
者
」
の
説
明
で
あ
る
。
た
と
え
（
ウ
）「
如
有
偈
（
伝
の
誤
り
か
）
云
」

以
下
の
内
容
が
な
く
て
も
、
原
文
の
理
解
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
智
光
の
『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
本
に
は
、（
２
）「
有

伝
」
の
内
容
は
な
く
て
も
、
不
都
合
は
な
い
。
智
光
に
は
、
特
に
（
２
）「
有
伝
」
の
内
容
を
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
存
在
し
て
い
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な
い
。
む
し
ろ
、
智
光
は
忠
実
に
原
資
料
を
忠
実
に
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、（
２
）「
有
伝
曰
」
以
下
の
内
容
を
創
作
し

た
と
い
う
見
解
は
、
否
定
的
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（（
（

。

　

現
在
、『
淡
海
記
』
は
散
逸
し
、
現
存
し
て
い
な
い
が
、
安
澄
『
中
論
疏
記
』
は
、
随
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
金
文
京
氏
は
、『
淡
海
記
』
の

現
実
的
で
は
な
い
説
話
を
詳
し
く
考
察
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
奇
妙
な
説
話
は
日
本
に
お
い
て
独
自
に
勝
手
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、『
捜

神
記
』
な
ど
の
中
国
古
典
に
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、「『
浄
名
玄
論

略
述
』
の
場
合
も
事
情
は
恐
ら
く
同
じ
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
中
国
文
献
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
か
、
或
い
は
中
国
か
ら
の
伝
聞
を
記
述
し
た
も
の
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た（

（（
（

。
金
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
、『
淡
海
記
』
に
は
、
陳
後
主
の
詩
を
含
む
内
容
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
浄
名
玄
論
略
述
』
に
引
用
さ
れ
る
（
２
）「
有
伝
曰
」
の
内
容
は
、
嘉
祥
寺
に
い
る
吉
蔵
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
、
さ
ら
に
其
の
弟
子
ら
に
熟
知

さ
れ
、
伝
来
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、（
２
）
と
（
ウ
）
の
「
伝
」
は
、
智
蔵
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
智
光
『
浄
名
玄
論
略

述
』、
安
澄
『
中
論
疏
記
』
な
い
し
『
淡
海
記
』
に
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
智
蔵
、
大
津
皇
子
と
淡
海
三
船

　
『
扶
桑
略
記
』
巻
四
の
斉
明
帝
四
年
条
に
は
「
同
年
、
中
臣
鎌
子
于
山
科
陶
原
家
、
屈
請
呉
僧
元
興
寺
福
亮
法
師
、
為
其
講
匠
、
甫
演
維
摩
経

奧
旨
。
其
後
、
天
下
高
才
・
海
内
碩
学
、
相
撰
請
用
如
此
（
同
年
、
中
臣
鎌
子 

山
科
陶
原
家
に
お
い
て
、
呉
僧
元
興
寺
福
亮
法
師
に
屈
請
し
、

其
の
講
匠
と
為
し
、
甫
め
て
維
摩
経
の
奧
旨
を
演
べ
し
む
。
其
の
後
、
天
下
の
高
才
・
海
内
の
碩
学
、
相
撰
し
て
請
ひ
用
ふ
る
こ
と
此
の
如
し
）」

と
あ
り
、
中
臣
鎌
子
等
の
内
臣
は
福
亮
を
招
請
し
、『
維
摩
経
』
を
講
じ
さ
せ
た
後
、「
高
才
」「
碩
学
」
の
高
僧
を
講
経
さ
せ
つ
づ
け
た
。
僧
正

で
あ
る
智
蔵
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
当
時
の
王
公
貴
族
か
ら
招
請
さ
れ
る
人
物
だ
っ
た
で
あ
る（

（（
（

。
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『
懐
風
藻
』
大
津
皇
子
伝
に
は
、

性
頗
放
蕩
、
不
拘
法
度
、
降
節
礼
士
。
由
是
人
多
附
托
。
時
有
新
羅
僧
行
心
、
解
天
文
卜
筮
、
詔
皇
子
曰
：
太
子
骨
法
、
不
是
人
臣
之
相
。

以
此
久
在
下
位
、
恐
不
全
身
。
因
進
逆
謀
。
迷
此
詿
誤
、
遂
図
不
軌
。

性
頗
る
放
蕩
に
し
て
、
法
度
に
拘
ら
ず
、
節
を
降
し
士
を
礼
し
た
ま
ふ
。
是
れ
に
由
り
て
人
多
く
附
托
す
。
時
に
新
羅
僧
行
心
と
い
ふ
も
の

有
り
、
天
文
卜
筮
を
解
す
。
皇
子
に
詔
げ
て
曰
は
く
、「
太
子
の
骨
法
、
是
れ
人
臣
の
相
に
あ
ら
ず
。
此
を
以
つ
て
久
し
く
下
位
に
在
ら

ば
、
恐
ら
く
は
身
を
全
く
せ
ざ
ら
ん
」
と
。
因
り
て
逆
謀
を
進
む
。
此
の
詿
誤
に
迷
ひ
、
遂
に
不
軌
を
図
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
大
津
皇
子
の
配
下
に
は
、
経
書
に
詳
し
い
学
士
の
み
な
ら
ず
、
異
国
か
ら
渡
来
し
た
新
羅
僧
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た

が
っ
て
、
大
津
皇
子
の
周
り
に
は
外
国
に
留
学
し
た
人
物
も
多
く
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
羅
に
留
学
経
験
の
あ
る
山
田
三
方
の
「
七
夕
」
詩
は
、
陳
後
主
の
「
狎
客
」
江
総
の
「
七
夕
」
詩
を
真
似
て
詠
ん
だ
と
見
ら
れ

る
（
（（
（

こ
と
か
ら
、
山
田
三
方
は
江
総
の
「
七
夕
」
詩
だ
け
で
な
く
、
陳
後
主
の
詩
を
知
っ
て
、
日
本
に
将
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
大
津
皇

子
は
山
田
三
方
か
ら
陳
後
主
の
詩
を
得
て
、
そ
れ
を
真
似
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

山
田
三
方
は
持
統
六
年
（
六
九
二
）
十
月
に
務
広
肆
を
授
か
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
帰
国
時
期
は
、
そ
れ
以
前
と
な
る（

（（
（

。『
日
本
書
紀
』
に
よ
る

と
、
大
津
皇
子
が
亡
く
な
っ
た
朱
鳥
元
年
十
月
以
前
の
留
学
僧
の
帰
国
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
天
武
天
皇
十
三
年
十
二
月
癸
未
に
土
師
宿
祢
甥
が
帰
国
し
て
い
る
が
、
留
学
僧
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

②
天
武
天
皇
十
四
年
五
月
辛
未
に
帰
国
し
た
学
問
僧
は
、
観
常
・
雲
観
の
二
人
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
朱
鳥
元
年
十
月
以
降
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
留
学
僧
の
帰
国
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

③
持
統
元
年
九
月
甲
申
に
帰
国
し
た
学
問
僧
は
、
智
隆
一
人
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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④
持
統
元
年
九
月
甲
申
に
帰
国
し
た
学
問
僧
は
、
明
聡
・
観
智
等
で
あ
る
。
三
方
沙
弥
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
等
」
と
い
う
表

現
か
ら
見
る
と
、
明
聡
・
観
智
二
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑤
持
統
元
年
九
月
甲
申
に
帰
国
し
た
学
問
僧
は
、
智
宗
・
義
徳
・
淨
願
の
三
人
し
か
見
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
山
田
三
方
の
帰
国
時
期
と
し
て
は
、
持
統
元
年
九
月
甲
申
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
山
田
三
方
は
陳
後
主
の
詩
を
知
っ

て
、
日
本
に
将
来
し
た
と
し
て
も
、
朱
鳥
元
年
十
月
に
亡
く
な
っ
た
大
津
皇
子
が
こ
れ
を
知
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
羅
僧
行
心
は
天
文
・
ト
筮
と
い
う
ト
占
の
類
の
法
を
会
得
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
中
国
の
文
人
文
集
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ

て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
津
皇
子
が
山
田
三
方
や
新
羅
僧
行
心
か
ら
陳
後
主
の
詩
を
知
っ
た
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
こ

と
に
な
る（

（（
（

。

　

一
方
、
留
学
僧
の
智
蔵
も
「
尤
愛
文
筆
」
か
つ
「
詩
賦
之
興
、
自
大
津
始
也
」
と
褒
め
称
え
ら
れ
た
大
津
皇
子
が
交
際
す
る
対
象
と
し
て
は
相

応
し
い
。
大
津
皇
子
の
詩
に
「
述
志
」
が
あ
り
、
智
蔵
の
詩
に
「
言
志
」
が
あ
り
、
両
者
に
は
「
述
懐
」
類
の
作
品
が
あ
る
の
も
偶
然
で
は
な
か

ろ
う（

（（
（

。
大
津
皇
子
は
、
僧
正
智
蔵
か
ら
直
接
に
陳
後
主
の
詩
を
知
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、『
日
本
書
紀
』
巻
三
十
の
朱
鳥
元
年
十
月
庚
午
条
の
卒
伝
に
「
為
天
命
開
別
天
皇
所
愛
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
津
皇
子
は
天
智
天

皇
に
愛
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
母
は
天
智
天
皇
の
娘
大
田
皇
女
で
あ
り
、
妻
は
天
智
天
皇
の
も
う
一
人
の
娘
山
辺
皇
女
で
あ
る
。
ま
た
、

彼
の
名
前
「
大
津
」
は
、
天
智
朝
の
都
、
近
江
国
大
津
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、『
懐
風
藻
』
の
編
纂
者
は
『
淡
海
記
』
の
作
者
と
同
じ
く
、
奈
良
時
代
の
「
文
人
之
首
」
と
言
わ
れ
る
淡
海
三
船
で
、
天
智
天
皇
の
五

世
孫
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
淡
海
三
船
が
大
津
皇
子
に
対
し
て
、
親
近
感
を
抱
い
て
き
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
血
縁
関
係
の
せ
い
か
、

『
懐
風
藻
』
に
最
初
挙
げ
ら
れ
た
人
物
は
淡
海
朝
皇
太
子
（
大
友
皇
子
）
で
あ
り
、
続
い
て
河
島
皇
子
（
天
智
天
皇
第
二
皇
子
）、
大
津
皇
子
、
智

蔵
、
葛
野
王
等
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
智
蔵
が
『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
四
番
目
の
人
物
で
あ
り
、
五
番
目
の
人
物
が
正
四
位
上
式
部
卿
葛
野
王
で
あ
る
。
ま



陳後主「臨行詩」の日本伝来とその受容

— 23 —

た
、
葛
野
王
に
続
く
人
物
は
、「
諸
人
未
得
伝
記
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
葛
野
王
は
淡
海
朝
皇
太
子

（
大
友
皇
子
）
の
第
一
皇
子
で
、『
懐
風
藻
』
葛
野
王
伝
に
は
「
少
而
好
学
、
博
渉
経
史
。
頗
愛
属
文
、
兼
能
書
画
。（
中
略
）
皇
太
后
嘉
其
一
言

定
国
。
特
閲
授
正
四
位
、
拜
式
部
卿
。
時
年
三
十
七
（
少
く
し
て
学
を
好
み
、
博
く
経
史
に
渉
る
。
頗
る
文
を
属
る
こ
と
を
愛
み
、
兼
ね
て
書
画

を
能
く
す
。（
中
略
）
皇
太
后
其
の
一
言
の
国
を
定
め
し
こ
と
を
嘉
み
し
た
ま
ふ
。
特
に
閲
し
て
正
四
位
を
授
け
、
式
部
卿
に
拜
し
た
ま
ふ
。
時

に
年
三
十
七
）」
と
あ
り
、「
愛
属
文
」「
能
書
画
」
だ
け
で
な
く
、
か
な
り
の
度
胸
と
見
識
を
持
ち
「
一
言
定
国
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
立
派
な
人

物
で
あ
っ
た
。
で
は
、
一
介
の
僧
侶
で
あ
る
智
蔵
が
、
ど
う
し
て
『
懐
風
藻
』
に
は
葛
野
王
の
前
に
挙
げ
ら
れ
、
四
番
目
の
人
物
と
し
て
置
か
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
述
の
よ
う
に
、『
浄
名
玄
論
略
述
』
は
八
世
紀
半
ば
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
、『
懐
風
藻
』（
七
五
一
年
成
立
）
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
成
立
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
八
世
紀
半
ば
に
お
い
て
、
大
津
皇
子
の
詩
と
陳
後
主
の
詩
は
同
時
に
世
間
の
注
目
を
浴
び
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
た
が
っ
て
、『
淡
海
記
』『
懐
風
藻
』
の
編
集
者
淡
海
三
船
は
『
浄
名
玄
論
略
述
』
の
作
者
智
光
と
同
じ
く
、
隋
が
陳
を
滅
亡
さ
せ
た
こ

と
及
び
陳
後
主
の
詩
を
智
蔵
か
ら
知
り
得
て
い
た
に
違
い
な
い
。
陳
後
主
の
詩
に
基
づ
い
て
改
作
さ
れ
た
大
津
皇
子
の
詩
が
、
淡
海
三
船
に
注
目

さ
れ
、『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
の
は
尤
も
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　
『
懐
風
藻
』
に
は
、
智
蔵
の
詩
は
二
首
し
か
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
胡
志
昴
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
智
蔵
が
古
代
の
高
僧
ば
か
り
で
な

く
、
日
本
最
初
の
詩
僧
と
し
て
漢
文
学
に
及
ば
し
た
影
響
は
量
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た（

（（
（

。
お
そ
ら
く
仏
教
界
に
お
け
る
地
位
だ
け
で
な
く
、

智
蔵
が
唐
に
留
学
し
た
経
歴
、
持
ち
帰
っ
た
漢
籍
経
典
及
び
彼
自
身
の
広
く
深
い
学
識
は
、「
文
人
之
首
」
と
さ
れ
る
淡
海
三
船
に
注
目
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
智
蔵
が
将
来
し
た
陳
後
主
の
詩
も
そ
こ
に
含
ま
れ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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お
わ
り
に

　

終
わ
り
に
、
本
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
三
点
を
ま
と
め
て
お
く
。
第
一
に
、
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
は
吉
蔵
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
、
僧
智
蔵
が

嘉
祥
寺
で
そ
れ
を
入
手
し
、
倭
国
に
将
来
し
た
後
、
弟
子
の
僧
智
光
に
よ
っ
て
『
浄
名
玄
論
略
述
』
に
収
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
智
蔵
と
の
親
交
を
通
じ
て
、
大
津
皇
子
が
陳
後
主
の
詩
を
知
得
し
、
自
殺
す
る
前
に
詠
ん
だ
「
臨
終
一
絶
」
詩
に
は
陳
後
主
の
「
臨

行
詩
」
の
影
響
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
大
津
皇
子
に
対
す
る
親
近
感
を
抱
い
て
い
た
淡
海
三
船
に
よ
っ
て
、
そ
の
詩
が
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
、「
文
人
之
首
」
で
あ
る
淡
海
三
船
は
、
仏
教
界
に
お
け
る
地
位
だ
け
で
な
く
唐
に
留
学
し
た
経
歴
を
持
ち
、
内
外
経
典
を
将
来
し
た

智
蔵
に
注
目
し
、
彼
が
将
来
し
た
陳
後
主
の
詩
を
含
む
陳
後
主
関
連
記
録
を
得
て
、『
淡
海
記
』
に
収
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

大
津
皇
子
の
「
臨
終
一
絶
」
な
し
に
は
『
浄
名
玄
論
略
述
』
に
見
え
る
詩
は
出
現
し
え
な
い
と
い
う
見
方
は
妥
当
な
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り

陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
が
倭
国
に
渡
り
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
、
大
津
皇
子
の
詩
が
こ
れ
を
も
と
に
改
作
さ
れ
て
、
成
立
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

注（
1
）　

王
勇
『
唐
か
ら
見
た
遣
唐
使
』、
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
2
）　

今
ま
で
、
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」
に
つ
い
て
の
研
究
論
著
は
、
小
島
憲
之
「
大
津
皇
子
の
文
学
周
辺
」（『
歴
史
と
人
物
』
一
九
七
八
年
十
一
月
号
）、
小
島
憲

之
「
近
江
朝
前
後
の
文
学
そ
の
二

─
大
津
皇
子
の
臨
終
詩
を
中
心
と
し
て
」（
同
氏
著
『
万
葉
以
前

─
上
代
び
と
の
表
現
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）、

福
田
俊
昭
「
大
津
皇
子
「
臨
終
詩
」
の
系
譜
」（『
日
本
文
学
研
究
』
第
十
八
号
、
一
九
七
九
年
）、
福
田
俊
昭
「
海
を
渡
っ
た
大
津
皇
子
の
「
臨
終
詩
」」（『
東
洋

研
究
』
第
一
一
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）、
濱
政
博
司
「
大
津
皇
子
臨
終
詩
と
金
聖
嘆
・
成
三
問

─
日
中
朝
の
臨
刑
詩
の
系
譜
」（
同
氏
著
『
日
中
朝
の
比
較
文
学

研
究
』、
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
年
）、
濱
政
博
司｢

大
津
皇
子
臨
終
詩
群
の
解
釈｣

（『
万
葉
集
と
漢
文
学
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
金
文
京
「
黄
泉
の
宿
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─
臨
刑
詩
の
系
譜
と
そ
の
背
景
」（『
興
膳
教
授
退
官
記
念　

中
国
文
学
論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）、
金
文
京
「
従
『
全
唐
詩
』
一
首
「
臨
刑
詩
」
談

日
韓
資
料
在
漢
学
研
究
上
之
価
値
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
第
六
十
四
期
、
二
〇
〇
〇
年
）、
金
文
京
「
大
津
皇
子
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
「
臨
行
詩
」」（『
東
方

学
報
』
第
七
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）　

葛
継
勇
「
大
津
皇
子
の
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」

─
江
為
の
「
臨
刑
詩
」
と
の
関
連
を
中
心
に
」（
河
野
貴
美
子
・
王
勇
編
『
東
ア
ジ
ア
の

漢
籍
遺
産

─
奈
良
を
中
心
と
し
て
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
4
）　

前
掲
注
（
二
）
金
文
京
「
大
津
皇
子
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
「
臨
行
詩
」」。

（
5
）　

前
掲
注
（
二
）
金
文
京
「
大
津
皇
子
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
「
臨
行
詩
」」。

（
6
）　
『
浄
名
玄
論
略
述
』
巻
一
「
陪
従
大
尉
公
晋
王
」
の
注
に
は
「
言
晋
王
者
、
揚
（
楊
の
誤
り
、
以
下
同
じ
）
堅
之
子
、
名
曰
揚
光
。
封
以
揚
光
而
王
晋
地
、
從

所
王
処
、
名
曰
晋
王
。
光
即
尊
威
、
不
敢
言
名
、
故
挙
処
名
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
避
諱
の
た
め
に
「
晋
王
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
7
）　

末
木
文
美
士
「
元
興
寺
智
光
の
生
涯
と
著
述
」（『
仏
教
学
』
第
十
四
号
、
一
九
八
二
年
）。

（
8
）　
『
元
亨
釋
書
』
巻
第
二
十
の
推
古
天
皇
三
十
三
年
条
に
「
夏
、
釈
慧
灌
擢
僧
正
。
秋
、
冬
沙
門
福
亮
爲
僧
正
」
と
あ
る
。
福
亮
は
師
僧
の
慧
灌
の
僧
正
任
命
後

の
三
ヶ
月
経
た
な
い
う
ち
、
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
文
献
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
は
疑
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）　
『
元
享
釈
書
』
巻
一
の
道
慈
伝
に
は
「
釈
道
慈
、
姓
額
田
氏
、
和
州
添
下
郡
人
也
。
事
吳
智
蔵
、
稟
三
論
学
。
大
宝
元
年
、
入
唐
請
益
。
于
時
、
武
后
長
安
之

始
也
。
蹈
勝
地
、
尋
明
師
、
経
律
論
多
渉
獵
、
益
究
三
論
之
旨
。
養
老
元
年
帰
、
盛
唱
空
宗
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
道
慈
は
養
老
元
年
に
帰
国
し
た
こ
と

に
な
る
。

（
10
）　

六
五
八
年
に
建
て
ら
れ
た
西
明
寺
（
元
は
唐
の
魏
王
李
泰
の
住
宅
）
は
当
時
未
だ
存
在
し
な
か
っ
た
。
吉
蔵
は
長
安
の
日
厳
寺
、
実
際
寺
、
定
水
寺
、
会
昌

寺
、
延
興
寺
等
に
住
み
、
最
後
に
延
興
寺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

（
11
）　

前
掲
注
（
七
）
末
木
文
美
士
「
元
興
寺
智
光
の
生
涯
と
著
述
」。

（
12
）　

東
野
治
之
「
法
起
寺
露
盤
銘
」（
同
氏
著
『
日
本
古
代
金
石
文
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
第
三
二
六
頁
。

（
13
）　

王
勇
「
呉
越
に
留
学
し
た
智
藏
」（『
中
日
文
化
論
叢
』
一
九
九
五
号
、
一
九
九
六
年
）、
王
勇
「
狂
人
を
装
う
留
学
僧

─
智
蔵
列
伝
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第

二
十
八
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
14
）　

井
上
光
貞
「
三
経
義
疏
成
立
の
研
究
」（
同
氏
著
『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
前
掲
注
（
十
三
）
王
勇
「
狂
人
を
装
う
留
学

僧

─
智
蔵
列
伝
」。

（
15
）　

胡
志
昴｢

釈
智
蔵
の
詩
と
老
荘
思
想｣

（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
』（
人
間
学
部
篇
）
第
十
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
16
）　

横
田
健
一
「『
懐
風
藻
』
所
載
僧
伝
」（
同
氏
著
『
白
鳳
天
平
の
世
界
』、
創
元
社
、
一
九
八
九
年
）。

（
17
）　

前
掲
注
（
十
五
）
胡
志
昴｢

釈
智
蔵
の
詩
と
老
荘
思
想｣

。

（
18
）　

前
掲
注
（
二
）
金
文
京
「
大
津
皇
子
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
「
臨
行
詩
」」。

（
19
）　

前
掲
注
（
十
六
）
横
田
健
一
「『
懐
風
藻
』
所
載
僧
伝
」。
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（
20
）　

宋
の
僧
普
済
『
五
灯
会
元
』（
一
二
五
二
年
成
立
）
巻
十
八
、「
園
通
仙
禅
師
法
嗣
・
温
州
淨
光
了
威
禅
師
」
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
類
似
の
臨
終
詩
は
浙
江
地

区
に
活
躍
す
る
僧
侶
の
間
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
前
掲
注
（
三
）
葛
継
勇
「
大
津
皇
子
の
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」

─
江
為
の
「
臨
刑
詩
」
と
の

関
連
を
中
心
に
」。

（
21
）　

前
掲
注
（
七
）
末
木
文
美
士
「
元
興
寺
智
光
の
生
涯
と
著
述
」。

（
22
）　

前
掲
注
（
二
）
福
田
俊
昭
「
海
を
渡
っ
た
大
津
皇
子
の
「
臨
終
詩
」」。

（
23
）　

前
掲
注
（
二
福
田
俊
昭
「
海
を
渡
っ
た
大
津
皇
子
の
「
臨
終
詩
」」。

（
24
）　

前
掲
注
（
二
）
金
文
京
「
大
津
皇
子
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
「
臨
行
詩
」」。

（
25
）　
『
懐
風
藻
』
大
友
皇
太
子
伝
に
は
「
広
延
学
士
沙
宅
紹
明
、
塔
本
春
初
、
吉
太
尚
、
許
率
母
、
木
素
貴
子
等
位
賓
客
。
太
子
天
性
明
悟
、
雅
愛
博
古
、
下
筆
成

章
、
出
言
為
論
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
友
皇
子
の
周
り
に
は
学
問
を
交
流
す
る
「
賓
客
」
が
多
数
い
た
。
唐
に
留
学
し
た
経
歴
を
持
つ
智
蔵
も
そ
の
一
人
で
あ

ろ
う
。

（
26
）　

月
野
文
子
「
山
田
三
方
の
七
夕
詩
に
お
け
る
日
本
的
発
想

─
「
衣
玉
」
と
「
彩
舟
」
を
め
ぐ
っ
て

─
」（『
上
代
文
学
』
第
六
十
三
号
、
一
九
八
九
年
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
）　
『
万
葉
集
』
巻
二
の
一
二
三
番
歌
の
序
文
に
は
「
三
方
沙
弥
、
園
臣
生
羽
の
女
を
娶
り
て
、
幾
時
も
経
ね
ば
、
病
に
臥
し
て
作
る
歌
三
首
」
と
あ
る
。
こ
の
三

方
沙
弥
は
山
田
三
方
と
同
一
人
物
と
さ
れ
る
（『
万
葉
集
代
匠
記
』）。
た
だ
、
作
歌
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

（
28
）　

新
羅
僧
行
心
に
つ
い
て
、
鈴
木
靖
民
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
と
新
羅
」（
同
氏
著
『
日
本
の
古
代
国
家
形
成
と
東
ア
ジ
ア
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一

年
。
初
出
は
二
〇
〇
七
年
）
一
三
二
～
一
三
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
）　

小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
（
下
）』（
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
）
第
一
五
八
二
頁
。

（
30
）　

金
文
京
氏
は
「
大
津
皇
子
は
多
分
あ
る
方
式
を
通
し
て
此
の
詩
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
臨
終
に
詠
ん
だ
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
前
掲
注
（
二
）
金
文
京

「
大
津
皇
子
「
臨
終
一
絶
」
と
陳
後
主
「
臨
行
詩
」」。

（
31
）　

八
人
目
の
弁
正
、
終
り
か
ら
七
人
目
の
釈
道
慈
、
同
三
人
目
の
釈
道
融
、
同
二
人
目
の
石
上
乙
麻
呂
に
伝
が
あ
る
。
恐
ら
く
、
伝
記
は
五
人
を
記
し
た
と
こ
ろ

で
一
旦
打
ち
切
っ
た
が
、
後
か
ら
四
人
の
伝
記
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
注
（
十
六
）
横
田
健
一
「『
懐
風
藻
』
所
載
僧
伝
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
32
）　

濱
政
博
司
氏
は
、「
皇
子
は
叔
宝
と
の
場
面
、
状
況
相
似
か
ら
ふ
と
詩
を
口
に
し
た
。
死
を
前
に
し
て
、
あ
の
叔
宝
詩
が
浮
か
び
口
を
つ
い
て
出
て
、
正
に
口

占
し
た
。
そ
れ
が
伝
え
ら
れ
て
『
懐
風
藻
』
に
収
め
ら
れ
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
前
掲
注
（
二
）
濱
政
博
司｢

大
津
皇
子
臨
終

詩
群
の
解
釈｣

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
）　

前
掲
注
（
十
五
）
胡
志
昴｢

釈
智
蔵
の
詩
と
老
荘
思
想｣

。

　【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　
・
陳
後
主
の
「
臨
行
詩
」　
・
大
津
皇
子
の
「
臨
終
一
絶
」　
・
智
蔵
　
・
智
光
　
・
淡
海
三
船


